
☆☆☆ 毎日 ８４名が 安全に登下校 ☆☆☆

交通指導員さん、安全ボランティアさん、ありがとうございます
７月から、大垣孝子さんが交通指導員として活動してくださることになりました。雨

の日や風の日も、暑い日や寒い日も、毎日、交通指導員さんや３名の見守り隊・２名の

安全ボランティアの皆様が子供たちの登下校を見守ってくださっています。地域の皆様

のおかげで、８４名が安全に登下校できることに心から感謝いたします。見守り隊は、

後藤誠一さん（上吉田）、宇田三雄さん（磯部）、小室佳子さん（本吉田）です。安全ボ

ランティアは、杉山つや子さん（上吉田）、海老原充雄さん（鯉沼）です。さらに、上吉

田老人会の８名の方にも見守りを協力していただくことになりました。登録されている

皆様には、毎日本当にお世話になっています。登録されていなくても、保護者の皆様や

おじいちゃん、おばあちゃんによる見送りやお迎えにも、助けられています。

毎年４月には年１回の「学校支援ボラ

ンティア会議」を開き、子供たちの登下

校の様子などを伺うことで指導に役立て

ています。今年も「挨拶やお礼ができる

ようになってきた。」「一列できちんと歩

いている。」などのお褒めの言葉をいた

だきました。一方、「雨天時の保護者送

迎のときは連絡してほしい。」「挨拶は班

長が大きな声で言うと、他の子もはっき

りと言える。」など、日頃からの子供た

ちの様子などの意見も出ました。

昨年もお願いしましたが、雨の日の保護者などによる送迎が気になります。雨風がと

ても強く歩くのが困難な日は別として、小雨の場合は基本的に歩いて登校させてくださ

い。（南河中学区の努力点です。）傘を上手に差して安全に注意しながら歩き、がんばる

ことも、大切な体験となります。また、タオルや替えの靴下を準備することも、これか

らの生きる力に。お子様のより良い成長のために御協力をお願いします。

元気で充実した『夏休み』を
夏休み前の全校集会（７／２０）で次のような話をする予定です。

１ 夏休みに全員にやってほしい３つの約束

①読書３冊以上…夏休みにも家読の習慣化を→おすすめの本ベスト１を記録します。

②毎日手伝い…決めた仕事を毎日やることで責任感を→仕事内容を記録します。

③１つ以上料理を作る…家族と一緒に、または一人で、家族のために料理に挑戦を

→料理名とどんな料理を作ったのか記録します。
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２ 「ふわふわ言葉」と「ちくちく言葉」
相手がうれしくなる、喜ぶ言葉を「ふわふわ言葉」、逆に相手が悲しくなる、つらい言葉

を「ちくちく言葉」と言います。今年も各クラスで「ふわふわ言葉」と「ちくちく言葉」

を考えて、教室に掲示します。友達が困っているときや悲しそうなときに「ふわふわ言葉」

で助けてあげられるクラスをつくっていきましょう。全校生で下の詩を音読します。

「しかえししないよ」 日野原重明 全学年 歯と口の保健指導
いじめは 友達のもつ時間をうばい ６／１２～２９に１年生から６年生まで

いのちを きずつけるもの 全員が、養護教諭と担任による保健学習を

だから いじめは やめようよ 行いました。１年生「歯の王子様をさがそ

たとえ だれかに いじめられても う」、２年生「子供の歯と大人の歯」、３年

なぐり返したり 言葉でやり返すことはやめて 生「むし歯を予防しよう」、４年生「歯の形

じっと こらえて こう言おうよ と働きを知ろう」、５年生「歯肉の病気を予

ぼくは しかえししないよ 防しよう」、６年生「健康な歯と口を目指そ

いっしょに外に出て遊ぼうよ う」という内容です。するめやクッキーを

食べたり、鏡で自分の歯を観察したり……

発達段階に応じて体験を取り入れた学習で

した。歯を丁寧に磨くには３分以上かかる

ことも実感できました。学校では、給食後

に毎日歯磨きをしています。栃木県の児童

は、むし歯の保有率が高くなっています。

今回の学習を生かして、家でも歯磨きの励

行をお願いします。

除草ボランティア ありがとうございます
６／１０（日）、「川島楽しい会」

と川島自治会の皆様が校庭の除草作

業を行ってくださいました。また、

６／１８（月）には杉山つや子さん

（上吉田）が２年生の畑の除草とわ

ら敷きをやってくださいました。

６／１４（金）事業部（バザー）によるア

ルミ缶回収を行いました。毎月第二金曜日が

回収日です。地域の方々も協力してくださり、

夏は特にたくさん集まります。アルミ缶の収

益金で、校内美化や環境整備を行っています。

ごみの分別と削 夏休みの陸上記録会に備えて、放課後の

減のためにも、 陸上練習が始まりました。暑い中、汗びっ

各家庭からの御 しょりになりながら、全体練習や種目ごと

協力をお願いし の練習に励んでいます。一人一人が自分の

ます。回収後は、目標をしっかりと持って、努力する姿はす

除草作業も行っ ばらしいです。７／２４（火）の記録会が

てくださり、助 楽しみです。練習の成果が出せるように、

かります。 励ましや応援をよろしくお願いします。



毎日暑い日が続き、子供たちは朝歩いて学校に来るだけで汗びっしょり。それでも毎朝

元気に挨拶して登校する子供たちに、元気をもらっています。特に、４月に入学した１年

生の成長には目を見張るものがあります。平仮名を全部覚え、すらすらと音読できるよう

になりました。もちろん、２～６年生も教科書の文章をそれぞれのめあてに沿って、音読

しています。家でも、毎日お子さんの音読の声が響いて、ともに音読の楽しさを味わって

いただけることを願っています。

６／２５（水） ７／４（水）の朝は「登校指導」と「ご

第１回学習相談 みゼロ運動」でした。毎月第１水曜日に行

を行いました。 っています。各地区に担当教員が分かれて、

年間５日間、実 登校の様子を見たり、安全の確認をしてい

施予定です。 ます。子供たちは手は泥だらけにしながら、

２５日は３７名 通学路のごみを拾います。ごみゼロ運動は

の参加でした。基礎の習得や発展問題など、 南河中学区４校の取組で、それぞれの学校

個に応じた学習に取り組みました。担任の他 で実践しています。地域をきれいにするこ

に他の教員も指導に入り、個に応じた指導を とで、ふるさとを大切にし、愛する心を育

しています。夏休みも行います。御参加を！ てています。

６／６（水） 清掃の時間、「無言清掃」に取り組んで

南河中学区４ います。放送の合図で「お願いします。」

校合同避難訓 の挨拶をし、その後は一人一人の分担を時

練・児童引き 間いっぱい黙っ

渡し訓練を行 て清掃します。

いました。竜 「無言清掃」

巻の発生とい には３つの意味

う想定で、まずは安全な場所への避難練習。 があります。

窓ガラスのないトイレや階段下などへ、防災 ①我慢して最後まで仕事する集中力

頭巾を被って避難しました。その後、一斉メ ②仕事を見つけて働く気付き

ールの配信で保護者への引き渡し訓練。今年 ③相手を思いやって働く親切心

も雨の悪天候でしたが、混乱もなく全員無事 これも、南河中学区４校の取組です。学校

帰宅できました。大変お世話になりました。 をきれいにし、心も育てています。

☆☆☆ 教育委員さん 訪問 ☆☆☆
７／９（月）下野市教育委員さんや教育委員会職員１２名による「学校訪問」があり

ました。給食を一緒に食べ、鼓笛隊演奏と授業を参観していただきました。その後の懇
談会では、「鼓笛隊などの伝統が 引き継がれている。」「子供たちが伸び伸びと育ち、ど
の学年も仲が良い。」など、本校の良さを褒めていただきました。
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月に１回『読み語りの日』が楽しみ
６／１３（水）読み聞かせボランティア『らこんて』による２回目の読み語りがありま

した。メンバーは、岡部章子さん（１年担当）、舘野法子さん（２年）、内田雅智さん（３

年）、松本有幸さん（４年）、佐々木寿子さん（５年）、森田照江さん（６年）の６名です。

今年も９月と１月に担当学年が替わるそうです。

子供たちはこの日をとても楽しみにしています。ボランティアの方もどのような本を読

んだらよいか、担当者同士で相談しながら本を選んでいるそうです。本の世界に浸り、想

像力を働かせながら聴き入る時間は、心豊かで生きる力を育む時間となっています。

なお、今回読んでくださった本は、１年生が「もっちゃう もっちゃう もう もっち

ゃう」と「おこる」、２年生が「男の子と大きな魚」、３年生が「としょかんライオン」、４

年生が「星のこども カールセーガン博士と宇宙のふしぎ」、５年生が「北風と太陽」と「ぼ

くだけのこと」、６年生が「狂言えほん しどうほうがく・うつぼざる」でした。

６／１２（火）全校生で栽培活動を行いま ユースサポ

した。ふれあい班で「さつまいも」の苗を植 ーターの黒崎

え、学年ごとに「マリーゴールド」や「サル 瑛梨さん（白

ビア」の花苗を植えました。花壇が花でいっ 鷗 大 学 ４ 年

ぱいになりました。 生）が、６月

から子供たち

の学習支援に入っています。（前期は月曜

日午前のみ・後期は月曜日）子供たちに寄

り添って、やさしく声をかけて支援してい

ます。休み時間も子供たちと一緒に遊んで

いただき、人気者です。

『特別支援教育』コーナー No３ 「自己肯定感・自尊感情を育てる」
学校では、子どもたちの自己肯定感・自尊感情を育てることを大切にしています。自己

肯定感・自尊感情とは、あるがままの自分をかけがえのないものとし、自分が大切だと思

えることです。自己肯定感・自尊感情を育てることは、自分に自信を持ち、前向きに生き

る態度につながると考えられています。

他人の気持ちや場の状況を読むことが難しい児童には、その子の理解したことや感じた

ことを聴いて認めながら、人の気持ちや正しい振る舞いについて教えていく・苦手さに目

を向けるのでなく、得意なことを伸ばせるよう働きかける・苦手なことにもステップを小

さくして取り組めるようにしたり別のやり方を考えてみたりする、などを行っています。

このように、一人一人の違いを認め、すべての子どもたちが、その子らしい力を伸ばして

成長していけるよう支援を行っています。

お知らせ：「吉田東小学校だより」はホームページでカラー版を御覧いただけます。

学校行事や各学年の活動も随時配信しています。御意見、御感想など御連絡ください。

吉田東小 住所：下野市中川島７ 電話番号：０２８５－４８－５００７

吉田東小 ホームページ アドレス： http://school.shimotsuke.ed.jp
※ＱＲコードからアクセス




